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１－１．機器選定（4000円以下程度を目標）

同じハードウェア構成 近いハードウェア構成

①ESP32(WROOM)とOV2640 ②M5Stack UnitCam (OV2640) ③ESP32(WROVER)とOV2640 ④M5Stack TimerCamera (OV3660)

図

仕様
メモリ[SRAM]: 520kbyte、解像度: 2M pixel メモリ[SRAM]: 8Mbyte

プログラム書込にはキットが必要*1 解像度: 2M pixel 解像度: 3M pixel

用途 静止画 静止画、動画

費用 3930円
M5Stack: UnitCam 18.95USD

[marutsu: 2946円] + 1100円*1
4080円

M5Stack: F)19.95, X)17.95USD
[SwitchSience: F)2860, X)2596円]

ソフト
ほぼ流用可能

（Arduinoのマザーボード設定やポートの使い方に違いがある）

投稿
GoogleAPI, GoogleAppScript[GAS]

による画像のGoogleDrive保存
- -

スマホで動画視聴

※費用は時期により変動しますので参考です。

今回



１－２．ESP32でのカメラ利用（価格詳細） ※費用は時期により変動しますので参考です。
※Hobby-ITサイトからExcelダウンロード可能

①ESP32(WROOM)とOV2640 【3930円】 ②M5Stack UnitCam 【4046円】

③ESP32(WROVER)とOV2640 【4080円】 ④M5Stack TimerCamera(OV3660) 【2596/2860円】

X/Fは視野角の違い
マイクロＵＳＢケーブル付きでパソコンがあれば開発可能

専用Uploaderもあるが、汎用性があるので今回はこの物品を選択

NO 項目 数量 イメージ 商品名 URL 購入先 価格

https://shop.m5stack.com/collec

tions/m5-cameras
M5Stack $17.95

https://www.switch-

science.com/products/6742

SWITCH

SIENCE
2596

https://shop.m5stack.com/collec

tions/m5-cameras
M5Stack $18.95

https://www.switch-

science.com/products/6786

SWITCH

SIENCE
2860

2,860

備考

1 Timer Camera F 1
ESP32 PSRAM Timer Camera F

(OV3660)

視野角 66.5°

視野角 120°

総合計

1 Timer Camera X 1
ESP32 PSRAM Timer Camera X

(OV3660)

別途送料が必要です

NO 項目 数量 イメージ 商品名 URL 購入先 価格 備考

1
ESP32開発ボード

WROVER
1

ＥＳＰ３２－ＤｅｖＫｉｔＣ－Ｖ

Ｅ　ＥＳＰ３２－ＷＲＯＶＥＲ－

Ｅ開発ボード　８ＭＢ

https://akizukidenshi.com/catalo

g/g/gM-15674/
1750

19Pin×2列仕様

（他社は15Pin×2列）

2

ブレッドボード

６穴版　ＥＩＣ－

３９０１

1
ブレッドボード　６穴版　ＥＩＣ

－３９０１

https://akizukidenshi.com/catalo

g/g/gP-12366/
460

3 緑LED 1
３ｍｍ黄緑色ＬＥＤ　５７０ｎｍ

７０度　ＯＳＧ８ＨＡ３Ｚ７４Ａ

https://akizukidenshi.com/catalo

g/g/gI-11637/
10 状態表示用

4
ＯＶ２６４０

カメラモジュール
1

ＯＶ２６４０使用２００万画素カ

メラ　Ｂ００１１

https://akizukidenshi.com/catalo

g/g/gM-13197/
1680

5
ジャンパー

ケーブル
1

コネクタ付ケーブル　２０ｃｍ

４０Ｐ　オスメス

コネクタ付ケーブル　２０ｃｍ長

https://akizukidenshi.com/catalo

g/g/gC-17228/
180

今回は手持ちを利用したのでコネク

タ形状など未確認

4,080 別途送料が必要です

秋月電子

総合計

NO 項目 数量 イメージ 商品名 URL 購入先 価格

https://shop.m5stack.com/collec

tions/m5-cameras
M5Stack $18.95

https://www.marutsu.co.jp/pc/i/

2228284/
marutsu 2946

2
USBシリアル

変換モジュール
1

ＦＴ２３４Ｘ　超小型ＵＳＢシリ

アル変換モジュール

https://akizukidenshi.com/catalo

g/g/gM-08461/
680

UnitCam多数利用

でも一つあれば良

いです

3
細ピンヘッダ

１×２０
1 細ピンヘッダ　１×２０

https://akizukidenshi.com/catalo

g/g/gC-04398/
20

4
ジャンパー

ケーブル
1

コネクタ付ケーブル　２０ｃｍ

４０Ｐ　オスメス

コネクタ付ケーブル　２０ｃｍ長

https://akizukidenshi.com/catalo

g/g/gC-17228/
180

今回は手持ちを利

用したのでコネク

タ形状など未確認

5 ブレッドボード 1 ブレッドボード　ＢＢ－８０１
https://akizukidenshi.com/catalo

g/g/gP-05294/
220

4,046

ソフトウェアの

書込に必要

備考

総合計

1 UnitCam 1
Unit Cam Wi-Fi Camera DIY Kit

(OV2640)

秋月電子

別途送料が必要です

NO 項目 数量 イメージ 商品名 URL 購入先 価格 備考

1
ESP32開発ボード

WROOM
1

ＥＳＰ３２－ＤｅｖＫｉｔＣ－３

２Ｅ　ＥＳＰ３２－ＷＲＯＯＭ－

３２Ｅ開発ボード　４ＭＢ

https://akizukidenshi.com/catalo

g/g/gM-15673/
1600

19Pin×2列仕様

（他社は15Pin×2列）

2

ブレッドボード

６穴版　ＥＩＣ－

３９０１

1
ブレッドボード　６穴版　ＥＩＣ

－３９０１

https://akizukidenshi.com/catalo

g/g/gP-12366/
460

3 緑LED 1
３ｍｍ黄緑色ＬＥＤ　５７０ｎｍ

７０度　ＯＳＧ８ＨＡ３Ｚ７４Ａ

https://akizukidenshi.com/catalo

g/g/gI-11637/
10 状態表示用

4
ＯＶ２６４０

カメラモジュール
1

ＯＶ２６４０使用２００万画素カ

メラ　Ｂ００１１

https://akizukidenshi.com/catalo

g/g/gM-13197/
1680

5
ジャンパー

ケーブル
1

コネクタ付ケーブル　２０ｃｍ

４０Ｐ　オスメス

コネクタ付ケーブル　２０ｃｍ長

https://akizukidenshi.com/catalo

g/g/gC-17228/
180

今回は手持ちを利用したのでコネク

タ形状など未確認

3,930 別途送料が必要です総合計

秋月電子

配線用のジャンパー線セットやLED抵抗は省略しました。

配線用のジャンパー線セットやLED抵抗は省略しました。



１－３．TimerCamera

● Pin Map ● Schematic

●M5Stack Official TimerCamera Document
https://docs.m5stack.com/en/unit/timercam_x



MicroUSB
Cable

Arduino IDE

ESP32 Development Board P C (Windows/Mac/Linux)

２．開発環境

【Arduino Official site】
https://www.arduino.cc/
ダウンロード可能

開発環境はArduinoを利用していきます。

https://www.arduino.cc/


３－１．Arduino設定（Board設定）

1) ArduinoIDE設定からAdditional Board Manager設定を追加 2) Board Managerを起動

●M5Stack Official ArduinoIDE Setting
https://docs.m5stack.com/en/quick_start/timer_cam/arduino

https://m5stack.oss-cn-shenzhen.aliyuncs.com/resource/arduino/package_m5stack_index.json

3) M5Stackをインストール

設定値：

①「M5Stack」で検索

③Installをクリック

②最新版を選択

①

②追加



３－１．Arduino設定（Board設定）

4) Boardを「M5Stack-Timer-CAM」に設定

「M5Stack-Timer-CAM」を選択

他の設定は変更なし
（初期値のまま）

PortはTimerCameraが接続された
ポートを選択すること

【選択失敗時、書込エラー】



３－２．Arduino設定（Libraｒy追加）

1) Library Managerを起動

①「Timer-CAM」で検索

③Installをクリック

②最新版を選択

2) 「Timer-CAM」をインストール 3) 「Timer-CAM」だけをインストール

これだけをインストール
（動作NG時、全てインストール）



４－１．LINE設定（トークン取得）

1) スマホLINEアプリの「設定」から
アカウントを選択

2) 「ログイン許可」をＯＮにする 3) 友達追加で「@linenotify」で検索し
追加する

(friend search)

(Add)

(Allow login)

(Account)

(Settings) (Account)



４－２．LINE設定（トークン取得）

4) パソコンでLINE NotifyにアクセスしLINEアカウントでログインする。 5)右上のメニューから「マイページ」を選択

https://notify-bot.line.me/ja/

(MyPage)



４－３．LINE設定（トークン取得）

6)トークンを発行します。 7)トークン名と入力して、発行します。

(Issue)

(Issue a token)



４－４．LINE設定（トークン取得）

8) 発行したトークンを取得します。（プログラムに記載するため記録します。）

(Here is the issued token.)



５．Arduinoプログラム（グローバル定義）

カメラ ポート設定

LED ポート設定

LINE-Token, Wi-Fi設定 設定変更必要

ライブラリの読み込み

HTTPSクライアント、LED状態フラグ、カメラバッファ
の変数定義



５．Arduinoプログラム（Setup関数）

バッテリー利用時、BrownOUT（電圧低下）チェックをOFF
［すぐにエラーになり再起動してしまう場合に有効設定へ］

シリアルモニタ開始

カメラ ポート設定及び初期化

画像サイズ設定
XGA(1024*768)



５．Arduinoプログラム（Setup関数）

LED ポート設定

Wi-Fi接続処理

カメラでJPEG画像の取得処理

LINEへ画像の投稿処理

証明書チェックのスキップ処理
（暗号化は実施されるが、URLに対するサーバの正しさチェック
をスキップ）

《参考》
証明書をチェックした場合の利用については、以下の投稿で実施
「屋外操作、AIスピーカ連携スマートリモコン」
https://hobby-it.com/smartremo7/



５．Arduinoプログラム（Setup関数）

カメラ画像送信処理
（1000Byte単位で送信）

サーバへの接続処理（接続に成功すればIF文内へ）

ヘッダ作成処理

サーバからの応答受信待ち（改行コード待ち）

画像送信終了のバウンダリー送信

ヘッダ送信処理



５．Arduinoプログラム（Setup関数）

カメラでのJPEG画像取得処理

サーバからの受信内容をシリアルモニタへ表示

サーバ接続失敗時の処理

サーバ接続終了処理



５．Arduinoプログラム（送信データ）

POST /api/notify HTTP/1.0
HOST: notify-api.line.me
Connection: close
content-type: multipart/form-data;boundary=foo_bar_baz
content-length: *****LENGTH******
authorization: Bearer ********TOKEN************

--foo_bar_baz
Content-Disposition: form-data; name="message"

ESP32CAM Post

--foo_bar_baz
Content-Disposition: form-data; name="imageFile"; filename="esp32cam.jpg“
Content-Type: image/jpeg

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx
xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx
xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx
xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx JPEG Data xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx
xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx
xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx
xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx
--foo_bar_baz--

1000Byteづつ送信

投稿されるメッセージ

HTTP(S)のPOSTで送信される

boundaryの設定

boundary

boundary

boundary



６－１．プログラム書き込み

MicroUSB-C
Cable

Arduino IDE

TimerCamera

P C (Windows/Mac/Linux)

「M5Stack-Timer-CAM」を選択

PortはTimerCameraが接続された
ポートを選択すること

【選択失敗時、書込エラー】

1) TimeCameraをマイクロUSB-Cケーブルで接続 2) ArduinoIDEでプログラムを開き、再度、設定確認。
（プログラムでWi-Fi設定[SSID、IPアドレスなど]は変更しておく。）

3) 書き込みボタンをクリック

書き込みボタンをクリック



６－２．動作確認

TimerCameraが起動時に画像を取得し、LINEへ投稿します。

TimerCameraによりLINEへ
投稿されたメッセージと画像画像

前回の起動時に投稿

前々回の起動時に投稿
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